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埴谷・島尾記念文学資料館から 

読書の秋～本棚からひとつかみ～ 

スポーツの秋、食欲の秋など、秋はいろいろありますが、読書の秋が到

来しました。 

さて、今年は、小高ゆかりの現代文学作家島尾敏雄が亡くなって４０年

の節目を迎えます。島尾の作品には、日記に自分の気持ちを書き加えたス

タイルのものがあります。 

文芸雑誌『海』（中央公論社刊。現在は終刊）に掲載されたものをまと

め、『日の移ろい』と『続日の移ろい』が出版されました。 

『日の移ろい』は、鹿児島県立図書館奄美分館長を務めていた時期の奄

美大島名瀬市（現奄美市名瀬）での生活を書き記した内容となっていま

す。妻ミホの故郷でもある奄美大島では、ミホの病気療養のため昭和３０

年から５０年までの２０年を過ごした場所です。いろいろと思うところが

あったはずです。 

その後に出版された『続日の移ろ

い』は、宮沢賢治集の取材のために訪

れた東北旅行のことや、小高の大井の

墓所に建立する墓石のことや、相馬地

方に移住することを目的に計画を立て

たことなどが書き記されています。幼

いときから夏休みの長期休暇を利用し

て訪れて「いなか」と呼んで親しんだ

「小高」への思いを感じられると同時

に、ミホの意見も考えなくてはならな

い、複雑な気持ちがつづられている内

容です。秋の夜長にいかがでしょう。 

 


